平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 2，We’re Talking 5
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

May I ～? を使って，許可を求める会話をすることができる。
評価方法：

【ペア会話テスト】p.64 Skitとパラレルな許可を求めるペア会話を評価者(ALT/JET)の前でペアごとに行い，その取り組みを評価する。
留意点

シミュレーションテストを行う前に，p.64のSkit, Exerciseに取り組み，十分に練習をしておく。
評価基準：A・B・Cの3段階

次の２項目のそれぞれABCでつける。

①表現の正確さ
A：表現上の誤りがほとんどない。
B：いくつかの表現上の誤りはあるが，情報が伝わる範囲である。
C：伝えたい情報が曖昧になるような表現上の誤りがいくつかある。

②適切な応答

A：相手の質問に適切に応じて，十分な情報量をもって答えている。
B：相手の質問に答えている。
C：相手の質問に対する答えになっていない。

評価課題：

p.64のSkit, Exerciseの活動を行い，ペアで次の会話を練習した後にペア会話テストを行う。

 次のモデル会話の下線部をいろいろに変えてペアで会話の練習をしよう。

＜モデル会話＞
	A:

B:

A:

B:

A:
	Your curry is delicious.　May I have some more?

Certainly.　Here you are.

Thank you.

And how about another cup of tea?

No, thank you, Just the curry, please.


＜ペア会話テストのやり方＞
①ペアで別室の先生の所へ行きます。

②じゃんけんをして，勝った人から｢指示カードA｣を引きます。もう１人の人は｢指示カードB｣を引きます。

③指示カードに書かれている内容に従って，モデル会話の部分を変えて会話をしましょう。

留意点

即応性を求めるために，スキットの役割分担や具体的な内容についてはあらかじめ決めておかず，評価直前に評価者の前でじゃんけんをして，指示カードを引く。

指示カードA

	＜あなたはごちそうになっている側です＞

①カレーが美味しいからおかわりをもらう

②ほかのおすすめはていねいに断る
	
	＜あなたはごちそうになっている側です＞

①スパゲッティが美味しいからおかわりをもらう

②ほかのおすすめはていねいに断る

	
	
	

	＜あなたはごちそうになっている側です＞

①ステーキが美味しいからもう少しもらう

②ほかのおすすめもうれしくいただく
	
	＜あなたはごちそうになっている側です＞

①ピザが美味しいからもう少しもらう

②ほかのおすすめもうれしくいただく


指示カードB

	＜あなたはごちそうをしている側です＞

①おかわりに応じて，よそってあげる

②お水をもう一杯すすめる
	
	＜あなたはごちそうをしている側です＞

①おかわりに応じて，よそってあげる

②コーヒーをもう一杯すすめる

	
	
	

	＜あなたはごちそうをしている側です＞

①おかわりは，もうないので断る

②代わりにごはんをもう一膳すすめる
	
	＜あなたはごちそうをしている側です＞

①おかわり，はもうないので断る

②代わりにお茶をもう一杯すすめる




















